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職場で担当者とＡＬＴとの間に現れる話題↑
一教育委員会と学校を対象にしたニーズ調査より一

佐藤雅彦＊

秋田大学国際交流センター非常勤講師

宮本律子*＊

秋田大学教育文化学部

本稿は，教育委員会および学校の担当者とＡＬＴとの間によく現れる話題を考察したも

のである．

担当者からニーズ調査を通して得られた話題のリストは，教育委員会が世話役のような

立場から，そして学校が同僚としての立場からＡＬＴに接する傾向にあることを示唆して

いる．この傾向は担当者によりその存在が認められたまた，リスト上の話題が職場でよ

く現れることも確認されたため，このリストは日本語指導に役立つものである．

なお，リスト上の話題を日本語指導に用いる際には，その話題が持ち出される目的を複

数設定することが望ましいのに加え，同目的に反映させるものに担当者がＡＬＴに対して

示す接し方の傾向とそれ以外のものの両方が含まれることが望ましい．

キーワード：日本語教育，ＡＬＴ（外国語指導助手)，話題，専門日本語教育

１はじめに

教育委員会（以下，教委）および学校とそこに勤

務するＡＬＴの間には，日本語によるコミュニケー

ションへの不安や不満'がうかがえる．その軽減を

目的として，筆者は職場（教委・学校2）の担当者

がＡＬＴに最低限理解してほしいとする職場の語句

を佐藤（2012）で調査，報告した本稿では，語句

に続くものとして，職場の担当者がＡＬＴと話す際

によく現れる話題について考察する．どんな話題が

職場でよく現れるか，それらの話題はどんな目的の

ために現れるのかを情報として整理すると，職場で

求められる日本語をＡＬＴに指導する際のシラバス

および教材作成のリソースとして活用でき，不安軽
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減の助けになるものと期待できる．

非日本語母語話者を受け入れる側を調査対象とし

たニーズ研究には，札野・辻村（2006）がある．こ

れは大学生に期待される日本語コミュニケーション

能力に関し，その受け入れ側である大学の教員を対

象として詳細な調査を行ったものである．この研究

は，その調査対象を受け入れ側としている点で本研

究と共通するものがあるが，ＡＬＴに関するもので

はない．ＪＥＴプログラム参加者に関わる日本語ニー

ズについての研究には，前田他（1999）などがある

が，これはJETプログラム参加者つまり学習者を

調査対象としたものである．このように，ニーズに

ついての研究はあるものの，ＡＬＴの受け入れ側を

対象にした研究は現在までほとんど見当たらない

本稿は，これまでのニーズ調査で得た話題のリス

トが示唆すること，同リストのリソースとしての妥

当性話題を用いた指導の留意点について考えるこ

とを目的とする．
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2 調査方法
調査は，ニーズ調査で得た話題(データ1)を整

理し続いてそこで得られることに関する調査(デー

タ2) を行うかたちで実施した.

データ Iは.筆者が代表を務める日本語集中講座3

で. ALT担当者を対象に実施した2002~2011年の

ニーズ調査(有効回答総数110) を通して得られた

ものである.ただし 2004年のデータは紛失したた

め，この中に含まれていない ニーズ調査は，質問

紙への自由記述を主とした 主な質問内容は，多く

話す話題 ・内容のほか，話すための時間の有無.最

低限理解しておいてほしい語句・マナー，講座参加

者(JET青年)と担当者が話す時間帯，どんなとき

に言葉の障壁を感じるかなどである この中で利用

したのは，担当者がALTと多く話す話題 ・内容に

関する回答(自由記述)である.

データ 2は，データ lの結果に関する質問紙調

査(当てはまる選択肢を選ぶ形が主)とその回答確

認や詳細を尋ねるためのイ ンタビューで得た. 対象

者はこれまで所属するALTが夏期日本語集中講座

に参加したことのある教育委員会および学校の現

ALT担当者である

3 データ 1(ニーズ調査)の結果

以下ではデータ lを用い、職場でよく出る話題と

その示唆する ことについて考える。

3.1.教育委員会でよく出る話題

まず，ニーズ調査で教育委員会から挙げられた話

題を，多いものから順に示す

上位は.r生活 ・困りごと ・健康5Jに関するもの，
「今週 ・今日の予定J.r趣味Jr週末 ・休日の過ごし
方J.r学校訪問 ・授業の打ち合わせJ.r学校 ・児童
生徒の様子J.r事務的なことJ.r自国・日本のこと」

表1 教委から挙げられた話題すべて

教委の話題

生活・回りごと ・健康 45 ニュース 4 

今週・今日の予定 43 雑談 2 

趣味 31 日本 -秋田の観光地 2 

週末・休日の過ごし方 21 ALTからの質問 2 

学校訪問 ・授業の打ち合わせ 16 勤務先の町 2 

学校・児童生徒の様子 16 日常生活の中の行事 (イベント・祭りなど) 2 

事務的なこと 15 英語 1 

自国 ・日本のこと 11 この日本語講座について l 

年次休暇関係 6 研修について

日本語 6 会議の内容 1 

食べ物 5 心構え l 

家族 ・友人 5 (表中のグレーは多いものを示す)

lニーズ調査用紙に以下のようなものが見られる

自分達が英語で話せないことを痛感します 日本語を話せるようになってほしいと思っておりますが。日本語を聞き取れるようにもなっ

てほしいです /私達もできるだけ英語と日本語をおりまぜて説明していますが，伝わっているのかいないのか，よくわかりません. /

常に (接していて言葉の障壁を感じる) /娘当者であるが英会話はできず。片言の英単語をつなげながらとうにか伝えている状態で，

常に障壁を感じているのが現状である / (ALTが)病気になった時 (言葉の隊壁を感じる)

Qどのようなときにコミュニケーションに困難を覚えますか All the time. When a conversation progresses beyond hello. my name is .. 

/ Always. 1 have no ]apanese. / At the bank. at school. / All the time. 1 don't understand the language very well. and no one speaks 
English in my town. / Everywhere! 

Q安心するため。職場でどのような情報を得たいと思いますか The schedule. if there are any important events or meetings happening. 

/ Understanding what is happeningなど

2学校に|期し職場は職員室を指すものとする これは生徒と接する教室や廊下などでは基本的に英語を話すことが期待されるためである

3正式名称は秋田県における]ET参加者のための日本語夏期集中講座 現在までの参加者総数は256名 4レベルに分かれて4日間 (総計
22時間程度)行う
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と続く 教育委員会の担当者が教師として教室に出

向き. ALTと一緒に教えるのが一般的ではないこ

とを考えると，これらの話題は仕事のマネジメント

面や. ALTの生活面・心理面などに焦点を当てた

会話をするために出されるものと思われる そこか

ら，教委は，相談役 ・世話役のような役割に立って

ALTに接する傾向にあると考えられる.

このほか，表からは，多くの教委においてまず確

実に出ると思われる話題が「生活 ・困 りごと ・健

康J.I今週 ・今日の予定J.I趣味」などであること
がうかがえる.そして，仕事に関連したものとして

は. I学校訪問・授業の打ち合わせJ.I学校・児童
生徒の様子J.I事務的なことjが. I今週 ・今日の
予定」以外によく出ると言える.生活面などとの関

連が高いと思われるものとしては. I生活 ・困りご
と・健康」と「趣味」に「週末・休日の過ごし方J.
「自国・日本のこと」が見られる この結果からは

ほかに. I趣味」と同様にごく一般的な話題だと思
われる「食べ物J.I家族 ・友人」があまりとりあげ
られないこともわかる.

以上から，教委において特によく出る話題は10に

満たず.その内容は仕事に関連したものと生活に関

連したものがそれぞれ半数程度あるものと考えられ

る

なお，このデータにおいて一つしか挙げられてい

ないものの中には，背景説明がないため挙げた本人

以外には意味や内容が想像しにくいものがいくつか

見受けられる. Iこの日本語講座についてJ.I研修
についてJ.I会議の内容J.I心構え」である.これ
らは，質問紙調査(データ 2の調査)を行う際，回

答者の混乱をさける目的から用いなかった

3.2.学校でよく出る話題

同様に，学校から挙げられた話題について考える.

「授業の打ち合わせJ.I今週 ・今日の予定」が最
上位に見られる. ともに教育委員会でも見られる

話題であるが，その性質は教育委員会とは異なり，

ALTを教員と見なして接するため生じる話題であ

ると考えることができる.理由として以下のような

ことが考えられる.教委ではこれらの話題が，学校

訪問時のふるまい方や訪問先の小学校の教諭との打

表2 学校から挙げられた話題すべて

学校の話題

授業の打ち合わせ 39 毎日の食事 l 

今週・今日の予定 32 ALTからの質問 l 

自国 ・日本のこと 22 評価について l 

週末・休日の過ごし方 18 学校の特徴 1 

生活・回りごと ・健康 13 校舎の様子 l 

生徒の様子 11 旅行 l 

趣味 、 9 天気 l 

事務的なこと 8 国際情勢 l 

ニュース 7 他のALTの近況 l 

家族-友人 4 個人的な旅行の手続き l 

食べ物 3 ファッション l 

日本語 3 ALTの飲み会

テレピ 3 (表中のグレーは多いものを不す)

英語の表現や使い方 2 

英語教育 2 

雑談 2 

4教委6名，中学校3名.高校l名の計10名.2011年10月23日現在
5 I生活 ・困りごと ・健康」とくくりが大きいのは.回答に以下のようなものが見られ1 まとめた方がいいと判断したためである 「生活の
中で支障になる点について上「生活面での支援J.I私生活での相談J.I私生活のこと(生活していく上で必要なこと)J. Iプライベートあ
らゆることJ.I生活。健康に関すること」
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ち合わせについての情報提供を意味したり，この日

は○中学校，この日は教育委員会勤務といった予定

の把握を助けたりするものと思われるのに対して，

学校のそれは，この日の午前は１年生とグリーテイ

ングカードを作る活動をしてほしい，午後は２年生

の教室でこの文法項目を指導するから，導入時のス

キットを一緒に行ってほしい，項目に見合った教室

活動も考えてほしいというように，実際的指導と密

接に結びついたものと考えられるからである．それ

に続く「自国・日本のこと｣，「週末・休日の過ごし

方」は教委同様，仕事よりも生活面との関連が深い

と思われるが，そのあとにはまた仕事に焦点を当て

た話題（｢生徒の様子｣，「事務的なこと｣）が続いて

いる．そのため，話題の多くはＡＬＴを教員と見な

す視点から出されると考えられる．以上より，学校

は，教員として働くことを期待してＡＬＴに接する

傾向にあると考えられる．また，「生活・困りごと・

健康」がある程度見られることからは，教委ほどで

はないものの，ＡＬＴに対して相談役・世話役のよ

うな立場から接する場合もあることがうかがえる．

このほか，表からは，頻出の話題数が学校でも少

数にとどまるものであり，その内訳が仕事関係と生

活関係がそれぞれ半数程度であることもわかる．ま

た，「家族・友人」や「食べ物」はここでもあまり

取り上げられない．若干出現頻度が高いものとして

は，「趣味｣，「ニュース」が見られる．

４データ２（質問紙・インタビュー）の結果

以下では，データｌを通して得られたことについ

て，データ２を用いて考える．

4.1．ＡＬＴ担当者の接し方と話題

教委および学校の担当者は，自身のＡＬＴへの接

し方をそれぞれ以下のようにとらえている．教委は

５人全員6が「相談役．世話役のような役割に立っ

てＡＬＴに接する」場合が多いとし，学校では４人

中３人が「教員・教員に準ずる存在として働くこと

を期待してＡＬＴに接する」場合が多いとしている

残りの１人は「相談役・世話役のような役割に立っ

てＡＬＴに接する」を選択し，以下を理由に挙げた．

ＡＬＴと接する時間が教育委員会の担当者よりも長

い，英語教師である自身が世話をすることもあるか

らというものである．これは地域などにより異なる

ものと考えられるが，学校での接し方に違いが見ら

れる場合の理由の一つとして覚えておきたい．

教育委員会では相談役・世話役のような役割に立

つ傾向，学校においては教員・教員に準ずる存在と

して働くことを期待する傾向にあるとする見方がほ

とんどを占めている．これは，話題から想像される

接し方が，職場の担当者自身が考える接し方と重

なっていることを示している．

次に，自身のＡＬＴへの接し方と職場で出される

話題に関連があると考えているかを見る．多く挙

げられたものから順に並べた話題のリスト７を示し，

リストの話題が担当者自身のＡＬＴへの接し方を反

映しているか尋ねたところ，教委（５人）も学校（４

人）も全員が反映しているとした．これは，話題か

ら想像される接し方と，話題と実際の接し方の関係

が重なることを意味する．そのため，3.1および3.2

で論じた，話題が示唆する担当者の接し方の傾向は，

教委・学校ともに支持される．なお同様の傾向は，

筆者が語句に関して行った調査（佐藤2012）でも見

られる．

4.2．リストの話題の妥当性

続いて，同じリストの話題が職場においてＡＬＴ

との間でよく出る話題の大枠をカバーしていると思

うか尋ねたところ，教委（６人）も学校（４人）も

全員が思うとした．この結果は，リストの話題が教

委と学校で実際によく出るものであり，日本語指導

のデータとして有効であることを示唆している．そ

のため，話題をシラバスにするときや，各現場を場

面とした会話教材を作成するときに，その妥当性が

認められる語句リスト（佐藤2012）と共に活用でき

るリソースであると言える．

５共通する話題が示唆するもの

5.1．話題が持ち出されるときの目的からわかること

ところで，４．１で論じた教委と学校の接し方の傾

向は，すべての話題において見られるのだろうか．

双方に共通した話題に関し，それぞれどのような目

的があるから持ち出されるのかについて教委と学校

6教育委員会の回答が有効回答数より一つ少ないが，これは県教育委員会のＡＬＴ担当者には回答できない質問だからである．県立高校に
配置されたＡＬＴは県教育委員会所属だが，県教育委員会の担当者が彼らと直接接する機会は，市町村教育委員会の場合と異なりほとんど
ない．

7その話題が何度挙げられたかなどの数値は示していない．
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＊部分の学校での話題名は「授業の打ち合わせ｣,「生徒の様子｣,「食べ物」＋「毎日の食事｣,「英語の表現や使い方」＋「英語教育」また，
目的は「ＡＬＴの仕事の様子を探る｣．「英語」で有効回答数を超えた値が見られるのは，２つの話題を１つにまとめたため．

の担当者に尋ねたところ，表３のような結果が得ら

れた．表中の目的は，挙げられた話題から想像され

るものを筆者が考えて書き出したものであるいく

つかの話題と目的についている＊は，その正確な名

称が両者の間で若干異なっていることを意味する．

これは調査の際，教委・学校それぞれに合わせた名

称を用いたことによる．マス内の数字は，その目的

を選択した人の数，そして太字は複数名が選択した

ことを意味する．

共通する話題は15ある．ほとんどの話題が複数の

目的を持っていることから，話題を用いた日本語指

導の際は，複数の目的や状況の想定が求められると

考えられる．

生活・困りごと・健康（教委)，学校訪問・授業

の打ち合わせ（両者)，学校・児童生徒の様子（教

委)，事務的なこと（両者)，ＡＬＴからの質問（両

者)，英語（学校）などは，選択された目的の種類

やその比重の示唆するところがそれぞれの傾向と重

なる．その一方，今週･今日の予定（両者)，家族・

友人，ニュース，雑談のように，その話題を持ち出

す目的に関し，教委と学校の間に大きな違いが見ら

れないものもある．また，学校の話題の中には，他

者である教委の傾向を示すものも見られる．生活・

困りごと・健康，趣味，週末・休日の過ごし方，自

国・日本のこと，日本語，食べ物などである．その

ため，教委と学校の接し方の違いは，すべての話題

に関して見られるものではないと思われる．

以上のことから，話題を指導に用いる場合は，以

下の点に留意することが必要だと考えられる．その

話題が持ち出される目的・状況を複数設定するこ

と，職場の持つ特定の役割傾向だけを反映させない

ことである．そして，目的・状況の作成に当たって

は，この表３が参考になるものと思われる．

次に表３を，各目的を軸に据えて見直す．すると，

特定の目的が多く見られることがわかる（表4)．

教委，学校ともに「世間話・息抜き」が一番多い

表３教委（マス内左側）と学校（右側）に共通する話題とそれらが持ち出される目的
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ま
ざ
ま
な
こ
と
が

ら
の
連
絡

話
し
か
け
て
Ａ
Ｌ
Ｔ

に
居
場
所
を
与
え
る

仕
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
確
認
や
調
整

仕
事
の
準
備

＊
学
校
や
仕
事
の
様

子
を
探
る

Ａ
Ｌ
Ｔ
に
関
わ
る
事

務
に
つ
い
て
説
明

英
語
・
外
国
事
情
の

学
習
日
本
語
・
日
本
事
情

の
学
習
支
援

休
暇
の
種
類
や
取
得

の
手
順
説
明
な
ど

体
調
の
確
認
や
管
理

有
益
と
思
わ
れ
る
情

報
の
提
供

世
間
話
・
息
抜
き

こ
の
話
題
は
出
な
い

そ
の
他
（
自
由
記
述
）

生活・困りごと・健康 4/２ 4/３ 2/０ l/１ 0/０ 0/０ O/１ 1/０ 0/０ 0/０ 2/２ 5/３ l/１ 4/０ 0/０

今週・今日の予定 l/１ 0/０ 2/２ l/２ 3/３ 1/０ 0/１ 0/０ 0/０ 0/０ 0/０ 0/０ l/１ 0/１ 0/０

趣味 0/３ 0/０ 0/０ l/０ 0/０ 0/０ 0/０ 0/０ O/１ 0/０ 0/０ 0/０ l/０ 3/３ 0/０

週末・休日の過ごし方 2/２ 1/０ 0/０ 1/１ O/０ 0/０ 0/０ 0/０ 0/０ 0/１ 0/０ 0/１ 0/１ 4/３ 0/０

＊学校訪問・授業の打ち合わせ’ 0/０ 0/０ 2/１ O/１ 3/２ 2/４ 0/０ l/０ O/１ 0/０ 0/０ 0/０ 0/０ 0/０ l/０

*学校・児童生徒の様子 1/０ l/０ O/１ 0/１ 0/１ 0/０ 5/１ 0/０ 0/０ 0/０ 0/０ 0/０ 0/２ 1/０ 0/０ 0/１

事務的なこと 0/０ 0/０ 2/２ 0/０ l/２ 0/０ 0/０ 4/２ 0/０ 0/０ l/１ O/１ l/０ 0/０ l/０

自国・日本のこと 0/１ 0/１ 1/０ 0/２ 0/０ 0/０ 0/１ 0/０ 2/３ 2/１ 0/０ 0/０ 2/１ 5/２ 0/０

日本語 O/１ 0/０ 0/０ O/１ 0/０ 0/０ 0/０ 0/０ O/１ 3/２ 0/０ 0/０ l/１ 0/０ 0/０

*食べ物 1/４ 0/１ 0/０ O/１ 0/０ 0/０ 0/０ 0/０ 1/０ 0/０ 0/０ 0/３ 2/２ 5/４ 0/０

家族・友人 2/２ l/０ 0/０ O/１ 0/０ 0/０ 0/０ 0/０ 0/０ 0/０ 0/０ 0/０ 0/０ 3/３ 0/０

ニュース l/２ 0/０ 0/０ O/１ 0/０ 0/０ 0/０ 0/０ 0/１ 0/０ 0/０ 0/０ 1/１ 2/３ 1/０

雑談 l/１ 0/０ 0/０ l/１ 0/０ 0/０ 1/０ 0/０ 0/０ 0/０ 0/０ 0/０ O/１ 3/４ 0/０

ALTからの質問 1/０ l/１ l/１ 0/０ 1/２ l/０ 0/０ l/０ 0/０ 0/０ 2/０ 0/０ 0/１ 0/０ 0/０

＊英語 0/０ 0/０ 0/０ 0/０ l/０ 0/２ 0/０ 0/０ 2/７ 0/１ 0/０ 0/０ O/１ l/０ 0/０
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表4表3の中で多く晃られる目的

教委

世間話・息抜き 31 

ALTの現状や様子の把握 14 

有益と思われる情報の提供 10 

さまざまなことがらの連絡 10 

仕事のスケジュール確認や調整 9 

ALTへのカウンセリ ングやケア 8 

ことからは，職場とはいえ，業務に直接関わらない

内容の会話がよくされていることがうかがえる.教

委でそれに続いて見られる fALTの現状や様子の

把握jは，世話役の立場から出たものと考えられる.

教委の接し方の傾向(グレ一部分)は，これを含む

以下の目的に反映されていると言えよう 学校の方

は上位2っと「話しかけてALTに居場所を与える」

以外のものに接し方の傾向(グレ一部分)が反映さ

れていると思われる 話題を教材化するときは，こ

れら多く見られる目的を話題に織り込むことを意識

すると，実際の状況に近いものが提供できることに

なるものと思われる目

5.2. 目的をより深く掘り下げると見えること

ここで，共通してみられる話題の一つに注目し

それが用いられる目的や状況を深く掘り下げるとど

のようなことがわかるかについて考える.取り上げ

たのは「自国・日本のこと」である.

この話題を取り上げたのは， どちらの職場でも共

通してよもやま話として出されるだけでなく，担当

者の所属や仕事などにより出される目的が異なるも

のになるのではないかと思われたからである.

「自国・日本のこと」を話題にする目的として示

学 校

世間話・息抜き 23 

ALTの現状や様子の把握 19 

英語・外国事情の学習 14 

有益と思われる情報の提供 13 

話しかけてALTに居場所を与える 13 

仕事のスケジュール確恕や調整 10 

した選択肢から，あてはまるものをすべて選んでも

らった結果を表5に示す.

教委 ・学校共に複数の目的が選択されている そ

して，共通したものが多く見られる.教育委員会で

は「世間話・息抜き」への集中が目立つ.それに対

し.学校の目的は広く浅く，抜きん出たものがない.

「英語 ・外国事情の学習」が最も多く，それに「世

間話 ・息抜き」と「話しかけてALTに居場所を与

えるJが続く 「世間話 ・息抜きJが共通している
ことは，よもやま話目的が予想通りどちらにも見ら

れることを示している.また. fALTへのカウンセ

リングやケアJ.f ALTの現状や様子の把握Jが学
校から挙げられていることは，この話題に関し教委

のような接し方が学校で見られることを意味してい

る.

これらの目的について自由記述とインタビューで

さらに説明を求めたところ，表6の回答が得られた

「世間話・息抜き」が選択されていたにもかかわ

らず，それに対応するようなのんびりした詳細は見

当たらない.かわりに教育委員会からはALTの生

活や文化理解のサポート，相互理解の促進が，学校

からは英語教師としての学習や授業での話題利用，

表5r自国・日本のこと」を話題にする目的(後数回答)
教委 学校

5 世間話・息抜き 2 世間話 ・息抜き

2 英諾-外国事情の学習 3 英語-外国事情の学習

2 日本語-日本事情の学習支援 1 日本語・日本事情の学習支援

l 有益と恩われる情報の提供 l 有益と恩われる情報の提供

l さまざまなことがらの連絡 2 話しかけてALTに居場所を与える

1 ALTの現状や様子の把握

1 ALTへのカウンセリングやケア

1 ALTの仕事の様子を探る
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表６「自国・日本のこと」を話題にする目的の詳細（かっこ内は複数回答の数）

教委

ＡＬＴの旅行にアドバイスするなど

車の事故，家賃の支払い，日本の食べ物，生徒との立場の
違いなどを知ってもらう

生活面の相談時に，互いを理解しようとする気持ちを高め
る

文化の違い，どうすればストレスなく暮らせるかなどを伝
える

文化的な違いを理解しあったり，人としての考え方を知っ
たりする

相互の文化理解が目的の詳細として出されている．

これは，教委・学校それぞれの接し方の傾向にほか

ならない．取り上げた話題が一つであることから一

般化するものではないが，これは，他の話題の場合

でもそれらが持ち出される目的を深く掘り下げてい

くと，そこに各職場の接し方の傾向が見いだせる可

能性を示唆している．つまり，接し方の傾向に注意

を払うことの意義が改めて確認されたことになる．

そのため，話題を用いた日本語指導の際は，５．１で

述べたように目的を複数想定することに加え，接し

方の傾向を目的に反映させることも必要であると言

える．このほか，掘り下げたことにより，より具体

的なレベルで共通する目的の存在（この例では文化

理解）も確認できたが，これは共通の話題一つ一つ

について明らかにしていく必要があるものなので，

別の機会に考えることにしたい．

これらのことから，教委と学校に共通する話題す

べてにおいてＡＬＴへの接し方の傾向の違いが見ら

れるとは言いがたい．しかし，話題一つ一つを深く

掘り下げて調べないと断言もできないということが

わかった．

結論

以上，職場でよく出る話題について調べたところ，

次のことが明らかになった．

ｌ担当者はその所属先によって，ＡＬＴとの接し方

に特定の傾向を持つ．

２集められた話題のリストは，シラバスや会話教材

作成のリソースとして利用する価値がある．

8日本人英語教師のこと（JapaneseTeacherofEnglish)．

第34号2012年

学校

JTE8としての学習・情報収集を行う（２）

授業中にＡＬＴまたはJTEが生徒に話す（２）

礼儀，適切なことばの選択，文化などに関するＡＬＴ，
ＪＴＥ双方の学習

文化的理解対比による発見

３話題を用いた指導の際は，以下の点に留意して，

教材や活動を準備・提供することが望ましい．

・その話題が持ち出される目的を複数設定するこ

と．

・目的は職場の役割傾向を反映させたもの，それ

以外のものの両方を考えること．
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Ｔｈｉｓａｒｔｉｃｌｅｌｏｏｋｓａｔｃｏｍｍｏntopicsthatappear

inJapaneseworkenvironmentfbrALTs

ThetopicscollectedfromsupervisorsofALTs

atboardsofeducationandschoolssuggestthe

fbllowing：thesupervisorsatboardsofeducation

tendtoactlikeamanager/counselorofALTs

whileatschools，ｓｕpervisorsexpecttheirALTs

144

toworkastheircolleagues・Thesetendencies

arerecognizedbythesupervisorsofbothwork

enviroｎｍｅｎｔｓ・Ａｎｄｂｅｃａｕｓｅｔｈｅｔｏｐｉｃｓａｒｅ

ａｃｃｅｐｔｅｄａｓｃｏｍｍｏｎｏｎｅｓａｔｗｏｒｋ,theyareusefUl

fbrteachersofJapaneseastheirteachingresource，

andforsupervisors/colleaguesofALTstoshow

theirALTｓｗｈａｔｔｏｐicsappearfrequentlyatwork・

Ｗｈｅｎｕｓｉｎｇｔｈｅｔｏｐｉｃｓｔｏｔｅａｃｈｔｈｅlanguage，

teachersofJapaneseareexpectedtｏｂｒｉｎｇｕｐ

ａｎｕｍｂｅｒｏｆｐｕｒｐｏｓｅｓｆｏｒｗｈichthesetopics

areused、Also，reflectingthetendenciesofthe

supervisors，behaviorsmentionedearlierinsome

ofthepurposesarenecessary．

KeyWords：Japanese-LanguagePedagogy,ＡＬＴ

(AssistantLanguageTeacher)，

Topics,JapanesefbrSpecificPurposes
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